
   

｢令和４年度ふるさと企業大賞（総務大臣賞）｣ 

表彰者の決定について 
 

 

令和４年１０月２５日 

一般財団法人地域総合整備財団 

〈ふるさと財団〉 

 

 地域総合整備財団（ふるさと財団）では、平成１４年度から『ふるさと企業大賞（総

務大臣賞）』の表彰を行っています。 

この表彰は、地域振興に資する事業を展開する民間事業者を顕彰し、その活動を全

国に広く周知することにより、地域の振興、地域経済の活性化と魅力あるふるさとづ

くりの推進に資することを目的としています。 

 

このたび、令和４年度の受賞者として９事業者を決定し、表彰することになりまし

たので、お知らせします。（別紙１及び別紙２参照） 

 

 授与対象者は、ふるさと融資を利用した民間事業者のうち、融資の対象事業が、 

① 地域経済及び雇用に特に貢献していると認められること 

② 地域のイメージアップに特に貢献していると認められること 

③ その他魅力あるふるさとづくりに特に貢献していると認められること 

のいずれかに該当するものです。 

 

受賞者は、都道府県、政令指定都市及び市町村から推薦のあった中から, 令和４年

７月 29 日に開催された有識者からなる審査委員会（委員長：日本郵政株式会社 取

締役兼代表執行役社長 増田寛也氏）の審議を経て選考されたものです。（委員名簿

は別紙３参照） 

 

 例年、都内で開催していた表彰式の開催は、新型コロナウイルス感染拡大防止の観

点から、昨年度に引き続き今年度の開催も見送ることとなりましたが、貸付を行った

自治体の取り計らいにより、個別に伝達式を開催します。（別紙４参照） 

 

 

 

【お問い合わせ先】一般財団法人地域総合整備財団 ＜ふるさと財団＞   

融資部企画調整課 大倉野 

ＴＥＬ：０３－３２６３－５５８６     

ＦＡＸ：０３－３２６３－５７３２     

E-mail：f-okurano@furusato-zaidan.or.jp  



【別紙１】

株式会社伊藤チェーン 生活利便施設建設事業 宮城県 岩沼市

ヨコウン株式会社 新倉庫建設事業 秋田県 秋田市

株式会社宮腰デジタルシステムズ 印刷機械組立工場新設事業 秋田県 横手市

株式会社小松写真印刷 水性フレキソ印刷機導入及び新工場建設事業 山形県 酒田市

株式会社内山精工 旋削加工工場増設事業 富山県 上市町

ワイオー・ラボ株式会社 縫製工場建設事業 和歌山県 湯浅町

株式会社イズミ ショッピングセンター建設事業 広島県 廿日市市

長崎食糧倉庫株式会社 オフィスビル建設事業 長崎県 長崎市

合同会社みむろや ホテル建設事業 長崎県 対馬市

以上　９事業者

令和４年度ふるさと企業大賞（総務大臣賞）受賞者一覧

推薦団体 備考事 業 名事 業 者 名 貸付団体



令和４年度ふるさと企業大賞（総務大臣賞）受賞者概要 【別紙２】 

事業者名 

（事業名） 
貸付団体名 事業概要 受賞のポイント 

株式会社伊藤チェーン 

(生活利便施設建設事業) 

 

宮城県 

岩沼市 
〇昭和49年に創業。宮城県の県南地区と仙台市泉エ

リアを中心に、県内10店舗のスーパーマーケット

を展開する小売事業者。 

〇東日本大震災で被災した 6 地区の集団移転計画の

実現に向け、平成27年に移転先地区内に商業施設

を建設。 

〇既存のスーパー像にとらわれない地元密着の店舗

づくりを進めており、道の駅のような広い産直売

場とフードコートを併設した食彩館を出店。 

〇東日本大震災の被災６地区の集団移転地（玉浦西地

区）の要として、地区内の生活利便性の向上や地元生

産者の販路確保に貢献。 

〇移転後の跡地活用として整備された『千年希望の丘』

の植樹活動等に対し、企業版ふるさと納税を行うな

ど、地域貢献を継続して実施。 

〇東日本大震災被災者の雇用を積極的に行うなど、生活

再建にも貢献。 

 

ヨコウン株式会社 

（新倉庫建設事業） 

 

秋田県 

秋田市 
〇明治 14 年に米や野菜など食料品を中心とする運

送会社として創業。現在は、秋田県や岩手県に12

の拠点を持つ総合物流サービス業者。 

〇平成 29 年に３温度帯（冷凍・冷蔵・ドライ）の  

保管・配送機能を持つ倉庫を秋田市内に新設。 

〇SDGsの実現に向け、動脈物流だけでなく、食品残

渣を回収・堆肥化した後、農家へ提供するフードリ

サイクルや発泡スチロール、ペットボトルなどの

静脈物流も積極的に実施。 

 

〇秋田県内の物流拠点の一つとして、県内外の物流の促

進や強化を担うとともに、新規・中途採用等により 

雇用創出に貢献。 

〇地元中学校への出前授業やインターンシップの受け

入れなど、若者の仕事に対する興味・関心を高める 

活動を積極的に行っているほか、地区の一員として、

近隣道路の清掃活動を実施。 

〇秋田を拠点とするプロバスケットボールチームや 

サッカーチームのスポンサーとして、地域への貢献や

CSR活動にも注力。 



事業者名 

（事業名） 
貸付団体名 事業概要 受賞のポイント 

株式会社宮腰デジタルシステムズ 

（印刷機械組立工場新設事業） 

 

秋田県 

横手市 
〇昭和48年設立の印刷機器メーカー。主力のデジタ

ル・アナログの両分野における高性能産業用イン

クジェットプリンターをはじめ、後加工機等も製

造。 

〇平成 27 年に増産に向けた組立スペースを確保 

するために工場を新設。 

〇顧客ニーズに応えられるよう、開発・設計から、 

部品加工、板金、塗装、配線、組立、品質管理、  

保守サービスまで全て一貫したサービスを提供。

周辺機器なども要望に合わせて製作。 

〇長年にわたり地元から職員を採用するなど、雇用創出

に貢献。従業員の約半数が横手市内に居住しており、 

地域経済や人口維持にも大きく寄与。 

〇横手市消防団の協力事業所に認定されており、火災 

発生時には消防団員は作業を中断し、現場へ急行する

体制を作るなど、地域防災の充実・強化に協力。 

〇軟式野球部は社会人野球界の強豪チームであり、地域

の小中学生への指導を行っているほか、地域住民にグ

ラウンドを開放するなど、地域との交流が活発。 

株式会社小松写真印刷 

（水性フレキソ印刷機導入及び 

新工場建設事業） 

山形県 

酒田市 
〇明治35年に創業。印刷業を中心に、情報誌の発行、

動画やウェブページの作成、イベント運営など 

印刷の枠を超えた多彩な事業を展開 

〇平成29年に北海道・東北エリアで初の水性フレキ

ソ印刷機を導入。凸版印刷方式の一つであり、様々

な素材に対して印刷が可能。水を溶剤とするイン

キを使用するため、揮発性有機化合物の排出が 

大幅に減少するほか、CO₂排出量も低減。 

○有機溶剤を使用せずに素材を張り合わせるノンソ

ルベントラミネーター機も導入。人や環境にやさ

しい安心安全な製品を生産。 

 

〇従業員の約９割が地元出身と、長年に亘り地域の雇用

創出に貢献。デザイン等の制作部門には女性が多く、

男女ともに働きやすい環境を整備。 

〇地元高校の生徒がデザインを手掛けた「酒田の観光

PR 手提げ袋」を作成するなど、地域やものづくりの 

魅力を生徒に感じてもらうきっかけづくりに寄与。 

〇「印刷文化を通じて地域文化に貢献する」を企業理念

とし、酒田大火からの復興時期に開催した「文化講演

会」を主催していたほか、現在も祭りや商店街イベン

ト、学童軟式野球に協力。 

〇環境に配慮した印刷方式やラミネート機の導入によ

り、SDGsの実現に向けた取り組みを実施。 



事業者名 

（事業名） 
貸付団体名 事業概要 受賞のポイント 

株式会社内山精工 

（旋削加工工場増設事業） 

富山県 

上市町 
〇昭和６年に創業。産業用ロボットや自動車に用い

る軸受部品等の旋削加工が主力。 

〇平成30年に生産能力向上を目的として、既存工場

の横に旋削加工工場を増設。 

〇軸受の中でも、特に加工が難しい薄肉品を生産す

ることができる職人集団。製作部品は 5,000 種を

超え、技術的に難しい試作なども受注。 品質管理

の徹底により、高精度の部品を安定して提供。 

〇上市町内の企業や金融機関等で構成する「ハッピー 

上市会」の主要メンバーであり、町内の生徒の学びや

将来を考えた「職業を知る会」には積極的に参加。  

地元高校生のインターンシップを受入れ。 

〇富山県の「ものづくり教育事業」にも協力し、県内学

校への講演や工場見学等の、キャリア教育に貢献。 

〇工場増築後、継続して社員を採用するなど、地域内の

雇用に貢献。部品製造という業種にあって正社員の女

性比率が約３割に達するなど、誰もが働きやすい環境

の整備にも注力。 

ワイオー・ラボ株式会社 

（縫製工場建設事業） 

和歌山県 

湯浅町 

〇平成26年に設立。老朽化した上下水道等の配管を

交換することなく、安全に補修・補強できる管更生

技術を開発。定型規格外の口径や全長にも対応が

可能な完全オーダーメイドで製造をしており、 

全国の多様なニーズに対応。 

〇今後の更新需要増を見込み、平成29年に管更生用

資材の縫製工場を新設。 

〇高度な技術と独自ノウハウで縫製した資材に、特

殊な樹脂を含浸させ、老朽化した配管内に通すこ

とで耐用年数を延長。 

 

〇湯浅町が造成した用地への工場新設。高速道のインタ

ーチェンジに近いものの急勾配のため企業立地が 

進んでいなかったが、日本に初めて管更生技術を導入

し、業界の第一人者である当社前社長が、同町出身で

あったこと等の縁もあり進出に合意。 

〇醤油醸造発祥の地として歴史ある町に、独自の技術を

有する企業が立地したことにより、新たな地域の魅力

や雇用創出に貢献。 

〇和歌山県主催の学生向け企業説明にも参加し、県と 

連携したキャリア形成への取組みにも寄与。 



業者名 

（事業名） 
貸付団体名 事業概要 受賞のポイント 

株式会社イズミ 

（ショッピングセンター建設事業） 

 

広島県 

廿日市市 
〇昭和21年に創業。中国地方を中心に四国、九州エ

リアへ進出し、ショッピングセンターの「ゆめタウ

ン」やスーパーマーケット等を運営。 

〇平成 26 年に廿日市市のシビックコア地区整備 

計画で位置づける、臨海部の埋め立て地に広域型

複合商業施設を建設。 

〇広島市等に流出していた消費を市内に留め、一方

で市外からの消費流入を促進。 

〇地元からの雇用や地元企業との取引を重視してお

り、地産地消を図るなど地域経済の活性化を重視。 

〇グループの店舗で唯一「市民ホール」や市政情報用の

掲示板を設置。また、まちづくりや災害時の物資提供、

避難場所の開設等を定めた包括連携協定を市と締結。 

〇多くの従業員を雇用し、地域内の雇用創出に貢献。 

土日祝日も利用可能な保育施設を施設内に有する等、

働きやすい労働環境も実現。 

〇屋上で太陽光発電により、同規模店舗に比べ約４割の

エネルギー削減をしたほか、食品廃棄量を「見える化」

やプラスチック製品の削減など SDGs への取組も積極

的に実施。 

長崎食糧倉庫株式会社 

（オフィスビル建設事業） 

長崎県 

長崎市 
〇戦後の食糧状況を支えるため昭和22年に設立。 

倉庫業を開始。 

〇倉庫業務が縮小しつつあったこと、また長崎県の 

金融バックオフィスセンター構想を受け、平成30

年に本社倉庫を取り壊し、県構想に基づくものと

しては民間第1号となるオフィスビルを建設。 

〇１フロアは約 300 坪。柱がない構造のため、入居

する企業等の要望にフレキシブルに対応可能。 

○事業構想段階で既に入居が確定した企業もある

等、長崎市内のオフィスビルの需給ギャップ解消

に寄与。 

〇長崎県が推進する「金融バックオフィスセンター構想

2020」や長崎市総合計画に適合した事業。市の人口流

出を食い止め、雇用の確保とともに地域経済に貢献。 

〇コワーキングスペースやレンタルオフィスとして活

用するテナントが入居するなど、地域内の創業促進や

企業コミュニティの醸成に寄与。 

〇ビルを照らす照明器具を設置し、稲佐山からの夜景が

有名な長崎市の街づくりに協力するとともに、使用す

る機器は高効率で環境にも配慮。 

〇オフィスビル建設後は、ビル敷地内の公開空地を利用

し、植栽や四季の花々が楽しめる憩いの場を創出。 



事業者名 

（事業名） 
貸付団体名 事業概要 受賞のポイント 

合同会社みむろや 

（ホテル建設事業） 

 

長崎県 

対馬市 
〇平成27年に設立。対馬市の中心市街地である厳原

町今屋敷地区に「東横イン」仕様のホテルを建設。 

〇韓国を中心としたインバウンドの急増で、ホテル

等の宿泊施設が不足している中、対馬市第２次 

総合計画に基づき、観光客の更なる誘致につなが

る宿泊施設を整備。 

〇ビル建設にあたっては、敷地内に残る江戸時代か

らの石塀を移築して残すなど、対馬市や地域に 

配慮。 

 

〇当ホテルの建設を機に、対馬市内の宿泊施設全体で

Wi-Fi の整備やキャッシュレス化が進むなど、宿泊 

環境の品質向上に貢献。 

〇地元小学校の生徒を招待し、日曜の夜に宿泊。月曜の

朝にホテルから通学する「はじめての出張」を実施し、

子どもの自立心育成に寄与。 

〇堅牢な施設であり、災害時には避難先となるなど、 

安心な生活環境づくりにも貢献。 

〇宿泊に特化することで、夕食は周辺飲食店の誘客につ

ながる共存共栄の運営を実施。 

 



【別紙３】 

 

                                 令和４年７月 29日 

 ふるさと企業大賞 審査委員名簿  

 

 

  増 田 寛 也  氏   日本郵政株式会社 取締役兼代表執行役社長 

   （委員長） 

 

 

  井 上    繁  氏   元 常磐大学大学院 教授 

 

 

 

  栢 森 哲 也  氏   元 株式会社時事通信社 取締役 

 

 

 

  沼 尾 波 子  氏   東洋大学国際学部国際地域学科 教授 

 

 

 

  松 永 忠 徳  氏   株式会社みそ半 代表取締役会長 

 

 

 

 マリ クリスティーヌ 氏      異文化コミュニケーター／東京女子大学 教授 

一般社団法人東京都つながり創生財団理事長 

 

 

 

神 門 純 一  氏   総務省自治財政局地方債課 課長 

 

 

 

  上 杉 耕 二   氏    一般財団法人地域総合整備財団 専務理事 



【別紙４】 

 

令和４年度ふるさと企業大賞受賞に係る伝達式開催一覧 

〇受賞９事業者の全ての地元で実施 

 事業者名（事業） 貸付団体 伝達式日時・場所等（予定） 

１ 株式会社伊藤チェーン 

（生活利便施設建設事業） 

宮城県岩沼市 日時：11 月 24 日(木) 

場所：フーズガーデン玉浦 食彩館 

２ ヨコウン株式会社 

（新倉庫建設事業） 

秋田県秋田市 日時：11 月 8 日(火)13:30 

場所：ヨコウン株式会社 秋田営業所 

３ 株式会社宮腰デジタルシステムズ 

（印刷機械組立工場新設事業） 

秋田県横手市 日時：11 月 30 日(水) 

場所：横手市役所 本庁舎 

４ 株式会社小松写真印刷 

（水性フレキソ印刷機導入及び 

新工場建設事業） 

山形県酒田市 日時：11 月 25 日(金) 

場所：酒田市役所 

５ 株式会社内山精工 

（旋削加工工場増設事業） 

富山県上市町 日時：11 月 10 日(木)14:00 

場所：上市町文化研修センター 3 階 

６ ワイオー・ラボ株式会社 

（縫製工場建設事業） 

和歌山県湯浅町 日時：11 月 14 日(月) 

場所：湯浅町役場 

７ 株式会社イズミ 

（ショッピングセンター建設事業） 

広島県廿日市市 日時：11 月 3 日(木) 

場所：株式会社イズミ 本社 

８ 長崎食糧倉庫株式会社 

（オフィスビル建設事業） 

長崎県長崎市 日時：11 月 16 日(水) 

場所：長崎市役所 

９ 合同会社みむろや 

（ホテル建設事業） 

長崎県対馬市 日時：12 月 2 日(金) 

場所：対馬市役所 

※各自治体にて調整中。開催日時・場所等は変更となる場合があります。 


